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 当方は、厚生労働科学研究費により、デジタル技術時代の労働安全衛生規制（労災や健
康障害の防止等を図る規制）のありようを検討するため、多分野の先端研究者から成る調
査班を統括している、三柴丈典（みしばたけのり）と申します。 
 AI 等の新技術は、産業での活用が拡大している一方、実装上の課題も多々指摘されてお
ります（データ学習の手間、エッジケースへの柔軟な対応の困難）。結果として、パターン
化できる作業以外ではあまり使われていないという声も聴きます。 
 そこで、新技術に近い事業を営んでおられる貴社に対し、現段階で、AI がどのように、
どの程度活用されているのか、活用上のメリットと課題は何か、今後の活用はどうなる見
込みか等につき、貴社または貴社に関わる企業の実情やお考えをうかがえればと考えてお
ります。 
 この研究班では、AI のようなデジタル技術が産業に与える影響、同じく働き方に与える
影響、これらの影響に伴い生じるリスクと対応策（技術的なもの、人的なもの）、新技術
で可能となる新たな対応策（同前）について、調査する予定です。 

 
具体的な質問項目は、以下となる予定です。 
インタビュー時間は、30-50 分の予定です。 
 
1）現段階で、AI がどのように、どの程度活用されているのか、 
2）活用上のメリットと課題は何か、 
3）安全面・健康面・心理面（または精神衛生面）の課題はあるか、 
4）2）3）の課題にはどのように対応されているか（課題克服の物的・人的要件は何か）、 
5）今後の活用についてどうお考えか、 

 
 ご多用とは存じますが、人とデジタル技術との良い関わりをもたらすような、バランス
の取れた規制の検討のため、ご助力を頂けますよう、お願い申し上げます。 
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